
ディボーション質問表 25 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。   １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  26 日（月）マルコの福音書 ５：１～４３ １．もし、あなたがこの汚れた霊につかれた人物であったらどうかと黙想してみてください。 彼の状況はどのようなものでしょうか？ イエス様が彼を愛されたことはどれほど素晴らしかったでしょか？ どれほどの代価をイエス様はこの男のために払われたでしょうか（1～20 節）?  ２．信仰の原則を 21～43 節から見出し、あなたが日々の生活の中で問題に直面したとき、これらの原則を適用してください。  27 日（火）マルコの福音書 ６：１～５６ 6 章全体を読んでください。 しかし、質問は 30～52 だけに焦点をしぼります。 １．慎重に 30～44 節の登場人物を観察してください。 a. イエス様の弟子の態度  b. 群衆の態度 c. イエス様（物語の中で）の態度はどのようなものでしたか？  ２．イエス様は、弟子たちに奇蹟を示すために、彼らにどんな経験をさせましたか（45～52 節）？ これまでに危機を経験し、イエス様があなたに主の奇蹟を示したことがありますか？  28 日（水）マルコの福音書 ７：１～３７ １．イエス様は、立派で聖書的な伝統/因習には反対していません。 どのように、伝統/因習を位置づけますか？ 何が伝統/因習より重要ですか？ まだ、あなたを神のことばに従わせなくさせている伝統/因習はありませんか（1～23 節）？  参考：因習：昔から続いてきているしきたり、古くからの習慣に従うこと。  ２．この物語にある、信仰の素晴らしい原則を発見してください（24～30 節）！  29 日（木）マルコの福音書 ８：１～９：１ ８章全体を読んでください。 しかし、質問は 23～25、34～9：1 だけに焦点をしぼります。 １．どのように、イエス様は 23～25 節で盲人を癒やしましたか？ 盲人は、すぐに回復しましたか？  ２．イエス様の後を追うことはどういうことですか？ イエス様は、それについて何を教えましたか（34～9：1）？  30 日（金）マルコの福音書 ９：２～９：５０ 9 章全体を読んでください。 しかし、質問は 38～50 だけに焦点をしぼります。 １．自分たちに属さないグループが悪霊の追い出しをしているのを見た弟子たちの態度はどのようなものでしたか。 イエス様は、この問題について何を教えていますか？ では、他の人、他の教会、他の教派が素晴らしく神に用いられているのを見るとき、私たちはどのような態度を取るべきでしょうか？  ２．うそと罪に対する対処の仕方についてのイエス様の教えは何ですか（42～50 節）？ 注目：イエス様は文字通り、手と足を切断することや、目をえぐり取るように教えられたのではなく、それらは、罪の原因を死滅させることを比喩的に表現したのです。  31 日（土）マルコの福音書 １０：１～５２ 10 章全体を読んでください。 しかし、質問は 28～31 と 46～52 だけに焦点をしぼります。 １．イエス様の後を追うために、すべてを捨て去るならば、何を受けますか（28～31 節）？  ２．バルテマイが奇蹟といやしをイエス様から体験した理由を突き止めてください。 この物語にある信仰の原則を発見してください（46～52 節）。 


